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論文内容の要旨
情報システムは、一般的に「処理」と「流れ」の結合体とみなすことができる。この処理を意志決
定論理操作に対応させると情報システムは確率回路網となり、また処理点を計算機で置き換えると、
それは計算機網とみなすことができる。
本論文は、情報システムとして上記の二つのモデルをとり上げ、研究した成果を 5 章にまとめたも
のである。
第 l 章「緒論」では、確率回路網ならぴに計算機網の重要性を明示し、解析上の難点について述べ、
これらを取扱うための従来の手法のあらましについて述べるとともに、本論文の占める位置を明らか
にし、本研究による諸成果について概説している。
第 2 章は、システム内の情報の流れを枝路に、決定論理操作を節点にそれぞれ対応させて、システ
ムを確率回路網に表現する方法について示し、節点の論理機能として、排他的論理和、論理和、論理
積を含みかつ多枝路 多節点から成る回路網の一般的解析手法について述べ、さらにこの手法を生産
管理、製品開発計画の 2 つの具体システムへ応用した例を示している。
第 3 章では、各地に分散設置された複数個の大型電子計算機を高速データ回線により網状に接続し
構成きせる計算機網をとり上げ、その構成形態特質について述べ、構成の際に考慮すべきパラメータ
および制約条件を規定し、この条件のもとでの一連の網設計手法を与え、具体設計例を示している。
第 4 章は、計算機網におけるメッセージの伝送形態として、メッセージを分割して伝送交換する方
式、すなわちメッセージ全体としてではなく標準化きれたパケットとして伝送交換する方式(パケッ
ト交換方式)の利点についての分析を行ない、 4 種のパケッティング方式( 1 )単一方式( 2 )連続
方式( 3 )指数方式( 4 )複合方式を提示し、これら各方式を比較検討するため 4 種の評価基準を設
定し、これらに基づいて各方式の比較評価を行なっている。
第 5 章「結論」では、本論文で得た諸結果の検討を行ない、今後の見通しについて述べている。
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論文の審査結果の要旨
本論文は、情報の流れに関する確率回路網ならびに計算機網の解析ならびに讃十手法についての研
究成果をまとめたものである。
著者は、情報の流れと決定的論理操作に対応する意味での確率回路網の表現、解析の手法を示して
いる。
つぎに、蓄積交換の機能を持つ、待合せ網について、近似的解析法ならびに構成法を明らかにして
いる。
さらに、この場合のメッセージの伝送形態であるパケッテイング方式について検討を加え、連続お
よび複合方式として新しい方式の提案を行ない、その評価を明らかにし、計算機網に適していること
を明らかにしている。
以上のように本論文は 情報の流れを取扱うところの確率回路網および計算機網について、その表
現、解析、構成について、基本的考察を行ない、またそれにもとづく重要な具体的な研究成果を挙げ
ており、情報工学 通信工学の分野に貢献するところが大きく、博士論文として価値あるものと認め
る。
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